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この小論では，次の 2 つの問題の解決に向けて議論する．  














標題にある大文字の S から始まる Self-realization すなわち大自己実現という言葉は，ノルウ



























生態系の痛みは己の痛みとなる．Naess の提唱する Deep ecology 運動は，持続的開発を合理化し
た環境運動ivとは明らかに異なっている．彼の哲学は，連関として存在する生命本来のあり方が撹
乱されていることを，己の痛みとして捉えるところから出発している． それが，Naess が，規範






















臓は 1/3 程度切除してもやがて回復するという．そこで，1/3 を切除しては食べ，回復したらまた
1/3 を切除して食べ，ということを繰り返せば，相当に持続可能であるというのである．Eco とは，





























































































































































































































Relationship Development Intervention )によって改善が見られると言われている．この療法は，
母親との経験を共有する喜びxxiの中で対人スキルを獲得させようとする療法であるが，上で述べ
た幸福な経験とは，まさに経験共有の喜びを味わうことである．  
































































Arne Naess の著書「Ecology, community and lifestyle」の第４章，第４節によれば，かつて
北欧の子どもたちは，ある季節になると，山小屋に泊まり，薪を拾って，暖を取るような，一種































































































 学費は，貸付制度を設けて，あらかじめ全額を支払わせる．  
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